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「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
」
と
は
、
物
事
の
中
間
の
曖
昧
な
領
域
を
指
す
言

葉
で
あ
る
。
こ
の
数
年
、
日
本
上
海
史
研
究
会
と
中
日
文
化
協
会
研
究

会
は
戦
時
期
上
海
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
共
同
研
究
を
進
め
て
お

り
、
す
で
に
『
史
潮
』
新
七
八
号
（
歴
史
学
会
、
二
〇
一
五
年
）
と
『
戦

時
上
海
の
メ
デ
ィ
ア
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
に
そ
の
成
果
を
発

表
し
て
き
た
。
本
書
は
そ
の
第
三
弾
の
本
格
的
共
同
研
究
で
あ
る
。

　

本
書
は
、「
Ⅰ［
政
治
・
経
済
］〈
抵
抗
〉と〈
協
力
〉の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」、

「
Ⅱ
［
社
会
・
文
化
］
日
本
統
治
下
に
生
き
る
」、「
Ⅲ
［
言
論
・
メ
デ
ィ

ア
］
戦
時
上
海
を
語
る
〈
声
〉」
の
三
部
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
Ⅰ
部
は
五
本
の
論
文
と
二
本
の
コ
ラ
ム
か
ら
な
る
。
関
智
英
「
上

海
を
統
治
す
る
」
は
、
汪
兆
銘
政
権
を
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
揺
籃
」
と

位
置
づ
け
、
同
政
権
の
性
格
を
検
討
し
て
い
る
。
藤
田
拓
之
「
戦
時
下

に
お
け
る
上
海
共
同
租
界
行
政
」
は
、
戦
時
下
に
共
同
租
界
の
実
権
を

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
研
究
に
よ
る

新
た
な
問
題
の
発
見

石
島　

紀
之

Book Review
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め
ぐ
る
日
英
の
主
導
権
争
い
が
激
化
し
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
に
よ
り

イ
ギ
リ
ス
人
の
支
配
は
終
わ
り
を
告
げ
た
と
述
べ
て
い
る
。
髙
綱
博
文

「
中
支
那
振
興
株
式
会
社
と
は
何
か
」
は
、
中
支
那
振
興
会
社
の
子
会

社
と
し
て
成
立
し
た
華
中
蚕
糸
公
司
の
分
析
を
通
じ
て
、
日
本
の
軍
官

民
が
一
体
と
な
っ
た
経
済
侵
略
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
菊
池

敏
夫
「
日
中
戦
争
期
の
上
海
永
安
企
業
に
お
け
る
企
業
保
全
」
は
、
永

安
企
業
（
百
貨
店
・
紡
織
業
）
が
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
へ
の
登
記
に
よ

り
日
本
軍
の
工
場
軍
管
理
に
対
抗
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
は

汪
政
権
に
協
力
し
て
企
業
の
生
き
延
び
を
図
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
上

井
真
「
劉
鴻
生
の
戦
時
事
業
展
開
」
は
、
マ
ッ
チ
・
セ
メ
ン
ト
・
毛
織

物
な
ど
の
企
業
家
劉
鴻
生
が
人
脈
を
生
か
し
て
戦
時
下
に
香
港
と
重
慶

で
新
規
事
業
を
展
開
し
、
上
海
で
は
日
本
へ
の
「
協
力
」
に
よ
り
事
業

継
続
を
図
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
武
井
義
和「
朝
鮮
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

堀
井
弘
一
郎
・
木
田
隆
文
編

ア
ジ
ア
遊
学
205

戦
時
上
海
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

溶
融
す
る「
抵
抗
」と「
協
力
」
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（
コ
ラ
ム
）
は
、
上
海
の
朝
鮮
人
社
会
の
な
か
に
戦
争
協
力
で
も
反
日
で

も
な
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
存
在
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
今
井
就
稔
「
経

済
史
の
視
点
か
ら
み
た
戦
時
上
海
の『
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
』」（
コ
ラ
ム
）は
、

「
国
家
の
論
理
」
の
思
惑
を
こ
え
た
「
経
済
の
論
理
」
の
存
在
と
し
て

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
問
題
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

第
Ⅱ
部
は
四
本
の
論
文
と
三
本
の
コ
ラ
ム
か
ら
な
る
。岩
間
一
弘「
日

中
戦
争
と
洋
食
・
洋
菓
子
文
化
」
は
、
国
際
都
市
上
海
で
は
戦
時
期
で

も
洋
食
・
洋
菓
子
文
化
が
衰
退
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
食
品
企
業
家

洗
冠
生
が
重
慶
な
ど
内
地
と
上
海
で
営
業
を
続
け
た
と
の
史
実
を
紹
介

し
て
い
る
。
広
中
一
成
「
上
海
に
生
き
た
東
亜
同
文
書
院
生
」
は
、
日

本
の
中
国
侵
略
が
始
ま
る
前
後
で
の
東
亜
同
文
書
院
生
の
日
中
提
携
の

理
想
と
侵
略
の
側
に
立
っ
て
い
る
現
実
と
の
乖
離
を
描
い
て
い
る
。
川

邉
雄
大
「
日
本
人
居
留
民
と
東
西
本
願
寺
」
は
、
上
海
に
お
け
る
本
願

寺
を
中
心
と
す
る
日
本
仏
教
に
つ
い
て
、
第
一
次
上
海
事
変
以
後
、
日

本
仏
教
の
活
動
は
居
留
民
や
日
本
軍
将
兵
を
対
象
と
し
た
も
の
が
多
く

な
り
、
中
国
人
信
者
は
皆
無
と
な
っ
た
と
述
べ
る
。
石
川
照
子
「
上
海

の
日
中
キ
リ
ス
ト
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
日
中
戦
争
期
に
上
海
日
本

人
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
姿
勢
が
戦
争
へ
の
妥
協
か
ら
協
力
へ
と
変

化
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
鈴
木
将
久
「
上
海
自
然
科
学
研

究
所
と
陶
昌
孫
」（
コ
ラ
ム
）
は
、
医
学
者
で
文
学
者
だ
っ
た
陶
昌
孫
が

表
面
的
に
は
日
本
に
協
力
し
な
が
ら
、
重
慶
・
延
安
と
も
連
絡
を
と
る

な
ど
、
戦
時
下
上
海
の
複
雑
な
政
治
的
関
係
の
狭
間
で
生
き
抜
い
た
と

述
べ
て
い
る
。
大
橋
毅
彦
「
上
海
画
廊
を
通
り
抜
け
た
画
家
た
ち
」（
コ

ラ
ム
）
は
、
一
九
四
〇
年
に
南
京
路
に
開
業
し
た
上
海
画
廊
を
め
ぐ
る

中
国
人
画
家
と
日
本
人
画
家
の
屈
折
し
た
心
情
を
紹
介
し
て
い
る
。
呂

慧
君
「
内
山
完
造
と
『
大
陸
賞
』」（
コ
ラ
ム
）
は
、『
大
陸
新
報
』
と
日

本
大
使
館
か
ら
褒
章
さ
れ
た
内
山
完
造
に
つ
い
て
、
褒
章
の
理
由
で
あ

る
日
中
文
化
人
と
の
交
流
の
面
で
も
、
内
山
は
当
局
の
「
文
化
親
善
」

を
目
的
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
み
な
し
て
い
る
。

　

第
Ⅲ
部
は
五
本
の
論
文
と
二
本
の
コ
ラ
ム
か
ら
な
る
。木
田
隆
文「
中

日
文
化
協
会
上
海
分
会
と
戦
時
上
海
の
翻
訳
事
業
」
は
、
武
田
泰
淳
の

小
説
『
上
海
の
螢
』
を
手
掛
か
り
に
、
同
分
会
附
属
東
方
文
化
編
訳
館

が
日
本
の
文
化
統
治
政
策
の
一
環
と
し
て
設
立
さ
れ
な
が
ら
、
日
中
双

方
の
文
化
人
が
交
錯
す
る
接
触
空
間
（
コ
ン
タ
ク
ト
ゾ
ー
ン
）
で
あ
り
、

同
時
に
両
者
に
と
っ
て
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

晏
妮
「
川
喜
多
長
政
と
戦
時
上
海
・
中
国
」
は
、
国
際
派
映
画
人
の
川

喜
多
に
は
、
公
人
と
し
て
積
極
的
に
戦
時
の
文
化
政
策
に
加
担
し
た
面

と
上
海
残
留
の
中
国
映
画
人
を
保
護
し
た
面
の
二
重
性
が
あ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
堀
井
弘
一
郎
「『
親
日
』
派
華
字
紙
『
中
華

日
報
』
の
日
本
批
判
」
は
、
汪
兆
銘
派
の
機
関
紙
『
中
華
日
報
』
に
対

日
批
判
の
記
事
が
頻
出
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、同
紙
に
お
け
る「
抵

抗
」
と
「
協
力
」
の
ゆ
ら
ぎ
・
交
錯
の
存
在
を
検
証
し
て
い
る
。
山
㟢
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眞
紀
子
「
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
か
ら
左
俊
芝
へ
、戦
時
下
・
上
海
『
女
声
』

に
お
け
る
信
箱
」
は
、
読
者
と
の
交
流
欄
「
信
箱
」
に
お
い
て
田
村
が

古
い
因
習
に
苦
し
む
中
国
人
女
性
を
応
援
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
れ

は
「
国
家
」
を
超
え
よ
う
と
し
た
田
村
の
実
践
の
軌
跡
だ
っ
た
と
み
な

し
て
い
る
。
渡
邊
ル
リ
「
上
海
日
僑
管
理
処
発
行
『
導
報
』
誌
の
中
の

日
本
人
た
ち
」
は
、
同
誌
に
執
筆
し
た
内
山
完
造
・
海
野
昇
雄
・
林
俊

夫
を
と
り
あ
げ
、
彼
ら
の
文
章
に
表
現
さ
れ
た
「
人
間
的
揺
ら
ぎ
は
、

底
流
で
戦
時
の
『
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
』
に
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述

べ
て
い
る
。
竹
松
良
明
「
戦
時
下
上
海
の
暗
く
寒
い
夜
」（
コ
ラ
ム
）
は
、

小
説
家
阿
部
知
二
が
戦
争
末
期
に
上
海
に
滞
在
し
た
と
き
の
「
重
さ
と

暗
さ
」
に
着
目
し
、そ
こ
に
戦
時
下
上
海
に
お
け
る
日
本
人
の
「
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
の
所
在
」
を
見
出
し
て
い
る
。
邵
迎
建
「
張
愛
玲
と
日
本
文
化
」

（
コ
ラ
ム
）
は
、
日
本
占
領
下
の
上
海
で
人
気
女
性
作
家
と
な
っ
た
張
愛

玲
の
日
本
観
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

以
上
が
本
書
の
内
容
の
要
約
で
あ
る
。
以
下
に
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
定

義
、
お
よ
び
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
研
究
と
し
て
の
本
書
の
意
義
と
問
題
点
に

つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　

髙
綱
博
文
は
「
抵
抗
と
協
力
の
狭
間
に
あ
る
忍
従
・
隠
遁
と
い
う
態

度
こ
そ
、〈
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
〉
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
る
（
前
掲
『
戦

時
上
海
の
メ
デ
ィ
ア
』
八
頁
）。
こ
の
抵
抗
、
協
力
、
忍
従
・
隠
遁
と
い

う
言
葉
は
、
ポ
シ
ェ
ッ
ク
・
フ
ー
が
提
起
し
た
戦
時
上
海
の
中
国
知
識

人
の
三
類
型
、resistance

、collaboration

、passivity

に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
だ
がcollaboration

を
「
協
力
」
と
訳
す
こ
と
に
は
問

題
が
あ
る
。
文
字
通
り
「
協
力
」
の
意
味
を
表
すco-operation

と
は

異
な
り
、collaboration

に
は
「
占
領
軍
へ
の
協
力
」・「
利
敵
協
力
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
研
究

に
お
い
て
は
、「
あ
る
目
的
の
た
め
に
心
を
あ
わ
せ
て
努
力
す
る
」（『
広

辞
苑
』）
と
い
う
意
味
で
の
「
協
力
」
で
は
な
く
、「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

あ
る
い
は
「
利
敵
協
力
」
な
ど
の
言
葉
を
用
い
る
べ
き
だ
ろ
う
。
汪
兆

銘
政
権
に
つ
い
て
も
、
本
書
で
は
論
者
に
よ
っ
て
「
対
日
協
力
政
権
」

と
「
対
日
従
属
政
権
」
と
い
う
異
な
る
呼
び
方
が
さ
れ
て
い
る
が
、
私

は
後
者
を
用
い
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

本
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
実
態
と
性
格
は
分
野
に

よ
っ
て
相
違
が
み
ら
れ
る
。
経
済
分
野
で
は
、
資
本
家
・
企
業
家
の
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
の
生
き
方
に
つ
い
て
異
な
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
上
井
論
文
の
劉
鴻
生
と
岩
間
論
文
の
洗
冠
生

は
上
海
と
香
港
・
重
慶
な
ど
に
ま
た
が
っ
て
事
業
を
展
開
し
、
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
を
し
た
た
か
に
生
き
た
資
本
家
の
代
表
例
で
あ
る
。
菊
池
論
文

の
永
安
企
業
は
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
に
依
拠
し
、
あ
る
い
は
汪
政
権

に
協
力
し
て
企
業
の
保
全
を
図
っ
た
上
海
残
留
資
本
家
の
一
例
で
あ

る
。
髙
綱
論
文
に
み
ら
れ
る
中
国
蚕
糸
業
者
は
日
本
に
屈
従
す
る
か
民

族
的
抵
抗
を
す
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
存
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在
の
余
地
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

文
化
・
芸
術
の
面
で
は
、
日
本
と
中
国
の
文
化
人
・
芸
術
家
と
の
関

係
が
分
析
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
晏
論
文
が
と
り
あ
げ
て
い
る
川
喜

多
長
政
は
「
日
本
の
戦
時
文
化
政
策
を
担
う
重
要
な
一
人
」
だ
っ
た
が
、

中
国
映
画
人
に
理
解
を
示
し
、
彼
ら
に
日
本
の
映
画
政
策
に
歩
調
を
揃

え
る
こ
と
を
強
要
せ
ず
、
中
国
映
画
人
も
抗
日
的
感
情
を
越
え
て
、
個

人
的
に
川
喜
多
を
信
頼
し
て
い
た
。
木
田
論
文
に
よ
れ
ば
、
中
日
文
化

協
会
の
編
訳
会
の
目
指
す
文
化
交
流
は
対
等
な
も
の
で
な
く
、
日
本
文

化
を
無
条
件
に
中
国
に
移
入
す
る
た
め
の
日
本
の
文
化
政
策
の
遂
行
機

関
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
翻
訳
者
で
あ
る
中
国
人
に
賃
金
を
払
い
、
彼

ら
と
学
術
交
流
を
果
た
す
場
で
も
あ
っ
た
。
竹
松
の
コ
ラ
ム
も
、
セ
ン

ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
大
学
で
の
講
義
に
お
い
て
、
学
生
と
の
間
が
「
セ
ロ
フ
ァ

ン
の
よ
う
な
幕
」
で
へ
だ
た
れ
て
い
た
と
阿
部
知
二
が
感
じ
て
い
た
こ

と
を
紹
介
し
て
い
る
。
宗
教
面
で
も
、
石
川
論
文
は
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が

中
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
と
の
「
友
好
」・「
親
善
」
を
試
み
た
が
、
そ
れ
は
日
本

の
国
体
と
国
策
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
側
に
苦
悩
と
葛
藤
を

与
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
木
田
論
文
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、「
支
配
／
被
支
配
の
関
係
に
あ
る
日
本
人
／
中
国
人
が
、
非
対

称
な
関
係
の
下
で
文
化
接
触
を
行
う
」
コ
ン
タ
ク
ト
ゾ
ー
ン
と
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
が
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
日
中
知
識
人
間
の
交
錯
し
た
関

係
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
本
書
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
研
究
の
成
果
の

一
つ
で
あ
る
。

　

本
書
で
残
念
な
こ
と
は
、
古
厩
忠
夫
の
い
う
上
海
に
残
さ
れ
た
「
瀬

戸
際
の
民
衆
」
を
扱
っ
た
専
論
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
一
般
情
報
」

と
い
う
文
献
（
上
海
市
檔
案
館
所
蔵
）
は
、「
下
層
階
級
は
終
日
、
一
日

三
度
の
食
事
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に
物
価
の
大

幅
な
急
騰
と
物
資
の
極
度
の
欠
乏
に
対
処
す
る
か
を
思
い
め
ぐ
ら
し

て
お
り
」、
一
九
四
三
年
の
日
華
協
定
の
締
結
に
も
無
関
心
だ
っ
た
と

伝
え
て
い
る
が
（
拙
著
『
中
国
民
衆
に
と
っ
て
の
日
中
戦
争
』
研
文
出
版
、

二
一
三
頁
）、
こ
れ
は
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
生
き
た
民
衆
の
実
態
を
示
し
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
ラ
ー
ゲ
ル
に

お
け
る
「
灰
色
の
領
域
」、
つ
ま
り
民
衆
の
内
部
の
敵
（
プ
リ
ー
モ
・
レ
ー

ヴ
ィ
『
溺
れ
る
も
の
と
救
わ
れ
る
も
の
』
朝
日
新
聞
出
版
）
に
つ
い
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。
戦
時
上
海
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
小
漢
奸
」
の
な
か
に
こ
れ

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
民
衆
の
問
題
は
史
料

の
制
約
が
あ
り
、
実
態
の
把
握
が
困
難
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
研
究

課
題
と
し
て
ほ
し
い
。

　

本
書
は
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
研
究
が
新
た
な
問
題
を
多
く
発
見
し
、
戦
時

上
海
史
の
多
面
的
な
構
築
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
良
書

で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
分
野
の
研
究
が
い
っ
そ
う
進
展
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

（
い
し
じ
ま
・
の
り
ゆ
き　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）


